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　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
Kobe　Higher　Commercial　School　is　the　second 　oldest 　government 　school 　for　advanced

commercial 　education 三n　Japan．　It　was 　established 　in　l902
，
　following　the　same 　kind　of

school 　in　Tokyo　that　reorganized 　in　l887．　Although　most 　researchers 　do　not 　seem 　to

have　paid 　attention 　until　recently ，　in　fact，　the　school 　tried　to　put　a 　great　deal　of 　effort

into　ethics　education 　in　its　initial　days，　The 　present　writer 　believes　it’s　very 　important

for　us　to　study 　the　methods 　for　teach 血 g　business　ethics 　at　this　school 　because　we

could 　Iearn　from　those　how 　the 　 school 　head　 arranged 　the　relation 　between　the　two

concepts 　that　appeared 　to　be　antithetic − business　and 　ethics ．　That’s　why 　the　specific

details　on 　the　experiments 　at　the　school 　wi1呈be　discussed　in　this　paper．

は じめに

　よ く知 られて い るよ うに 、 森有礼 に よる商法

講習所の設立 （1875（明治 8 ）年）を嚆矢 として、

明治初頭の わが国で は外 国貿易の 実務 を教授す

る学校が矢継 ぎ早 に設立 され た 。 しか し明治政

府の 商業教育 に対す る当時の 優先度が低か っ た

の で （橘木 、 2012）、
こ うした商業学校 は、実

際に貿易に携わる者を除 く大方の支持 を得 られ

ず、当初 はその存続 も危ぶ まれるほ どで あっ た

（天野 、 1993）。

　 しか し商業軽視 の潮 目は日清戦争前後に変化

し始 め た と い う （水島、1924）。 と い うの は、

その 頃の 日本 は国内商人に よる直貿易の 大幅な

増大を経験して お り、 それ に ともな っ て高度な

貿易実務に対応で きる人材の 需要も高まっ て い

た と考 えられ るか らで あ る
1

。 また 同時に 、 渋

沢栄
一

など著名人 らに よる商業教育の立ち遅れ

と い う主張 も散見さ れ て い た 。 官立第二 番 目

の 高等商業学校 と して 神戸 高等商業学校 （以

下、神戸高商 とする）が設立 された 1902年 とは、

こ の ように商業実務 と商業教育の 重要性が認知

さ れ つ つ あっ た時期にあたる とい えるだろ う。

　こ の小論は草創期の 同校における商業教育の

特徴 を明 らかにするこ とを目的 とする 。 とりわ

け初代校長で あっ た水島銕也
2
の 教育理念な ら

び にその 活動に着目し、こ れ まで あま り論 じ ら
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れ て こなか っ た商業教育 における徳育の側面を

明らかにする。また、その 徳育が後に ビジ ネス

リ
ーダーとな っ た卒業生た ちの あり方に ど の よ

うな影響 を及 ぼ した の か に つ い て も考察 した

い o

1． 問題 意識

　草創期の 神戸高商における商業教育に言及 し

て い る既存研究を手掛か りに して 筆者 の 問題意

識 を示せ ば以下で ある 。

　李 （1992）な らびに神戸大学百年史編集委員

会編 （2002） に よ れ ば、校長水島の もと、神

戸 高商で は法律や経済の よ うな学理的研 究の み

で な く実際 との関係を重視 した学問をその教育

活動の 中心に 置い て い た とい う。 しか しすで に

触 れた ように、同校では実践的な学問 に加えて

徳育に も力を入れて い たの で ある 。 たとえば同

校が発行 して い た 『学友会報』に おける水島の

教訓談 （  学問の応用、  体力の 養成 、   道徳

の 修養、  その 他）
3
は、 こ の こ とを明 白に示

して い る し、他に も水島の もとで 学 んだ学生 た

ち 、 と りわけ出光佐三 （出光興産の前身である

出光商会の 創業者〉が彼 を 「士魂商才」の人で

あっ た と評 して い た こ となどか らも知 るこ とが

で きる
4

。

　そ うする と、 当時の 神戸高商に おい て 徳育の

ための どの よ うな制度が 用意され て い た の か 、

とい う疑問が生ず る 。 李 （1992）お よび神戸

大学百年史編集委員会編 （2002）は 、 もちろ

ん同校 の教育制度を紹介 して は い る 。 しか し両

者は ともに同校の 「独 自性 」に着 目して い る の

で あっ て 、 それ ぞれの 制度の 性格規定 とい う観

点は乏 しい 。両者が 紹介 して い る の は、た とえ

ばア）商業学校生 に も上級学校へ の 進学の 道 を

開 い た 「予科 二 部制度」、 イ）学理 と と もに実

学を重視 する カ リキ ュ ラ ム 、ウ）商務研究制度

（ゼ ミ ナ
ール 制度）の 導入、エ ）水島個人の 学

生へ の対応 （個別面談 、 就職の 斡旋）などであ

る 。 こ の うちア）「予科二 部制度」、 イ）学理 と

ともに実学 を重視する カ リキ ュ ラ ム 、ウ）商務

研究制度の 導入は 、 どちらか とい えば （上 記 し

た水島の教訓談の うちの ）「  学問の 応用 （実

学）」を促進す る制度 だ と考え るこ とがで きる

だろ う。しか し体育の こ とを別とすれ ば、徳育

を促進する仕組み として何が あっ た の か 、 とい

う点 に つ い て は よくわか らない の で ある。

　「神戸高商の 校風 とは何 か」 とい う問題 をめ

ぐっ て学生 らが 議論を戦わせ た経緯を記述 した

天野 （2003）は、こ の 小 論の テ
ー

マ とかか わ

りがあるように思われ る 。 同論文は、水島の率

い る神戸高商の雰 囲気 （村塾 的雰囲気）の こ と

に 、 さ らには 同校の構成員の
一
体感 （

一
大学園

共同体）の こ と に言及 して い る 。 しか し村塾 的

雰囲気にせ よ、学園共同体にせ よ 、 それ は水島

の教育理念 との 関係に お い て何 を含意する の で

あろ うか 。 確か に同論文 は、それ らが同校 にお

ける ある種 の 徳育の 成果で あ っ た こ とをほ の め

か して は い る 。 しか し徳育その もの には触 れ ら

れ て お らず、ただ結果 として 「協同」とい う同

校の校風 の
一

角が生み 出された と説明して い る

だけで ある 。 筆者 と して は、問われる べ きこ と

（そ もそ もなぜ その よ うな校風 が 求め られ た の

か、そ の た め の い か なる努力が 試み られ た の か、

水島の 果た した役割とは どの よ うな もの だ っ た

の か）が まだ残 されて い る ように思われる 。

2 ．課題

　水島の 率い た神戸高商は、表 1に み られる よ

うに多 くの ビジネス リ
ーダーを輩出 した （表記

して い ない が学者や政治家 もい た）。 彼らは い

わば ビジネス 方面にお ける エ リ
ー

トであ っ た の

だが 、 その ような人材 を養成す る同校 に おい て 、

望ま しい 考え方や振る舞 い 方、つ まり道徳が彼

らに求め られた こ とは十分に考えられる こ とで
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ある 。 しか し神戸高商の 教育 にかんするこれま

で の 研究は 、 実学が重視 されて い たこ と、 村塾

的な雰囲気で あっ た こ と、ある い は当時として

は先進的な教育制度が導入 されて い たこ とな ど

に言及 して はい るが、うえの ような問題意識か

らの 分析的記述を試みて は い ない よ うに思われ

る 。

　草創期の神戸高商 にお ける 商業教育の 特徴、

とりわ けその徳育は い か に なされた の か、とい

う問 い に答える ため に は 、   商業にお ける徳育

の 意義 とい うこ とにかんする水 島自身の根本的

な思想 、 な らびに  彼の 思想の 学生た ちへ の 伝

達方法 、 とい う2 点が 少な くとも明らか に され

なければな らない 。さらにそ うした彼の 実践の

成果 とい っ た ような もの を評価 する ため に は、

  同校にお ける徳育が卒業生たちに及 ぼ した影

響、とい う点も説明され なけれ ばならない
。

　 しか しこ れ らに劣らず重要な問い は、  そ も

そ もなぜ 同校 で は徳育が重視 された の か 、 とい

うこ とで ある 。
こ の 点は水島の 思想 を跡付ける

こ とに よっ て ある程度の輪郭 を得 る こ とがで き

るだろ う。 また当時の 学生た ちの 政財界に対す

る不満の 意見を参照する こ とに よ っ て もうか が

い 知るこ とがで きるだろう。 とは い え よ く考え

て みれ ば 、 徳育 の必要性が当時あ らためて 認識

されて い た とい う事実は、彼ら をとりまく環境

が 目に み えて 動揺 して い た こ とを意味 して お

り、 しか もその こ とが、ほかならぬ ビジ ネス 活

動に由来して い たとい うこ とすら考えられ る の

で ある 。 神戸高商の 徳育重視 とい う事実が投げ

かける問題性の範囲は、 じつ は相当に広い の で

は ない だろ うか
5

。

　した が っ て 筆者として は 、   をこ の 小論の 課

題 として設定す る こ とは避 け、それ以外の 3点

を明らかにするこ とに専念 したい 。

3．各課題の ために利用 され る資料に

　　 つ い て

　課題  （商業 における徳育の意義につ い て の

水島の 思想）お よび課題   （彼の 思想の 学生 た

ちへ の伝達方法）に つ い て は 、 主 に以下の 資料

が用 い られ る 。 すなわち 、 卒業生 の 記 した水 島

の 評伝 ・エ ピソー ド集 、 水島の 著 した論文 ・記

事、お よび 『学友会報』（神戸大学附属図書館

大学文書史料室蔵）である 。 「学友会報1 とは、

神戸高商 「学友会」の編纂部が学生な らび に同

表 1　実業界 で 活 躍 した草創期の 主 な卒業生 （一部）

卒業年 氏 　名

明治41年 鈴木　寛
一

三 興商会会長

明治 41年 三 宅　亮三 郎 元満鉄勤務

明治42年 出光　佐三 出光興産社長

明治42年 永井　幸太郎 日商相談役

明治 43年 松 阪　啓太郎 新星電機工 業会長

明治43年 江波戸　鉄太郎 明治糖業取締役

明治43年 鈴鹿　昌
一

全国肥料商連合会監事

明治45年 上塚 　司 元満鉄勤務

明治 45年 小 山　実三 郎 元 日輪ゴム社長

大正 2 年 小 室　健夫 豊田通商相談役

（出所 ）水 島 先生 生 誕 百 年記 念 事業会編 （1966）。※ 肩書 きは 同書編 纂当時 の もの 。
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窓生 に向けて定期 的 に発行 して い た冊子で あ

る 。 同冊子に は水島の 演説や教訓談が収録 され

て い る ほか 、 教員や学外者の 講演録 ・論説 、 ま

た学生 らの 投稿文や活動報告なども掲載され て

い る 。 当時の 実情 を把握する うえで 有益 な資料

とい える 。

　課題  （同校にお ける徳育が卒業生 た ちに及

ぼ した影響）に つ い て は 、 卒業生 らの 評伝 ・言

行録
・随想が 用 い られ る。つ ま り徳育を授けら

れた側 の感想、意見ならびに彼らの卒業後の実

践 を参照する とい うのがその趣 旨である。もっ

ともこ の小論で 取 りあげられる卒業生は、出光

佐三 と和田恒輔 （富士 電機製造 ・富士 通信機製

造の 経営者）の 二 人 に限 られる。なぜ なら、う

えの 趣 旨に適当 と思われ る他の卒業生 の資料が

さしあた りみ あた らなか っ たか らである 。 なお

出光関連の 資料 として は 『我が六十年間』お よ

び 『出光佐三言行録』、 和 田関連の 資料 と して

は 『杉並木
一
随筆

一
』お よび 『和 田恒輔さん を

偲ぶ 』などが 用 い られ る 。

4 ．水島の商業 にか んす る基本的信念

4 − 1．士魂商才

　健康上 の 理 由か ら横浜正 金銀行 を辞 した あ

と、水島は 1896 （明治29）年か ら母校の 東京

高等商業学校で教鞭 をとっ て い た 。 その こ ろ の

彼は、講演や誌上 におい て 、諸外国と の 商戦に

お ける わが 国の 窮状を訴え、そ してそ れ を乗 り

越 える ため に は商業教育の 拡充が国民の 急務 で

ある と力説 して い た 。 こ うした彼の 発言 の な か

か ら 、 彼の 実践の ため に置き入れ られ た商業の

意味づ け、す なわち商業にかんする彼の 基本 的

信念の 輪郭をみて とる こ とが で きる
6

。

　結論か らい えば 、 それ は 「士魂商才」であっ

た と考え られる
7

。 「士魂商才」と い うの は、「利」

よりも 「義」を重ん ずる 「士族の 精神／士族の

品格」として の 「士魂」と「経済面にお ける工夫
・

創意 ・発明によっ て富 を作 り出 し富 を蓄積す る

才能」 と して の 「商才」が 、 「国家意識 を媒介

として 」結び つ い た もの と説明され る
8

。 若干

言葉を補 っ て筆者な りに まとめ れ ば、「士魂商

才」 とは 「商業 を有為 の 国民が生涯 をかけて追

求する に値する事業だ とみ なす思想」とい うふ

うに い うこ ともで きる だろ う。

　た と えば 1899年 に公 表 された 「我 国民 と商

業思 想」とい う論説に お い て 、水島は つ ぎの よ

うに述べ て い た。

　　　わが 国は清国 との戦争に勝 つ こ とはで き

　　たが、平和時の 戦争 （貿易）におい て は同

　　国に対 して す ら劣位にある。戦闘にたずさ

　　わるべ き士族 につ い て はその 尚武の思想が

　　商戦に 向い て い な い こ と、他方で商業 にた

　　ずさわ るべ きわが 国の商人に つ い ては その

　　見識が局小か つ 卑陋でや は り商戦に向い て

　　 い ない こ と 、 これ らがその 理由で ある （以 上、

　　該当箇所 の 大意）。

　そ して彼は、わ が 国 の 政治経済活動をあま り

に強 く規 定 して い た 「尚武思想」（国力の 基礎

は軍事力に ある とみ なす思 想）を、四民
一

致の

運動に よ っ て 「商業思想」 （商業 とは 国力 を充

実させ るため の 不可欠の 手段で ある とみ なす思

想）へ と転換 させて い かねばならな い 、と結論

したの で ある
9

。

　ところ で 、水島か ら強い 影響を受けた出光佐

三 の 彼に対 する評価 もこ こ に付 け加 えて お こ

う。 先述 したよ うに 、 出光 は水島の 態度を 「士

魂商才」だ とみ な して い たが 、実際に は水 島を

「実力」の 人ある い は 「実力本位」の 人で あ っ

た と述べ る こ との ほ うが 多か っ た。た とえば、

水島の生 き方か ら当時の国難 を乗 り越 える術 を

学ばなければな らない 、と い う趣 旨の 出光の 随

想がある 。

　　　満州事変そ して現下の 日支事変は、い っ

　　てみれば第
一

次世界大戦 中にはび こ っ た政
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　　界
・
財界 の 腐敗 （金権政治）が 招い た こ と

　　 なの で は ない か 。 大戦中、日本 は濡れ手に

　　粟式に大金 を稼い だが 、その 実力不相応な

　　成果は 、 政界 ・財界に放漫 、 浪費 、 無礼 と

　　 い う風潮を生み 出した。た しかに支那大陸

　　お よび南洋へ の 進出、東亜共栄圏の 確立は

　　果 た され なけれ ば な らない
。 だが この 大事

　　業 は、国民に予想以上 の忍耐 と覚悟 を強 い

　　るはずの もの で ある 。 現下の 国難 におい て、

　　 この 大事業を成し遂げ 、 しか もその 永続性

　　 を期待するな ら、国民は何 よりも実力本位

　　で 進 まなければな らない 。 しか もその実力

　　 とは、個 人の それで は な く、「挙 国
一

致の

　　総合的団結的実力」の こ とで ある 。 したが っ

　　て 国民 は、事変の 解決 をあせ っ て はならな

　 　 い （以上、出光 （2002）「国難 に 直面 して 水 島先

　　生 を偲 ぶ 」の 大意）。

　こ こで 「実力」ない し 「実力本位」が 意味 し

て い る の は、当時の 国難 を乗 り越 える にあた っ

て 、 その 場 しの ぎの 手段 （濡れ手に粟式）に訴

える の で はな く、水 島が （商業教育 とい う方面

にお い て ）学生 らに示 した真剣な覚i吾と真摯な

努力 こ そが必要で ある とい うこ とで ある。 こ の

ように、教 え られる立場か らと らえ られた水島

像 にお い て も国家 へ の 貢献 、 私利 追求の否定、

持続的な努力などとい っ た 「士魂商才」の構成

要素が表れ てお り、水島の 把持 して い た信念が

浮 き彫 りにな っ て い る の で ある。

4 − 2 ．水島が理想 として い た商人像

　とはい え筆者 として は、水島が 理想的な商人

だ とみ なして い た人物 を紹介すれば、彼の 信念

をよ り一層明 白にする こ とが で きる と考える 。

　水 島が当時の 商 人 を評 して 「局小 」「卑陋」

と述 べ て い た こ とはす で にみ た と こ ろ で あ る

が 、 じつ は彼に とっ て 理想的な商人が存在 して

い た 。 それ は 1889 （明治22）年に神戸 で 日豪

間の 羊毛貿易事業を開始 した兼松房治郎 と い う

人物 で ある 。 彼は波乱 と苦難の半生 を経て、す

で に大阪の 財界で 相当の 地位を築き上 げて い た

に もかかわ らず、外国人 に商権を牛耳 られて い

た当時の居留地貿易に反発して 兼松商店を立ち

上げたの で あっ た
lo

。

　兼松お よび兼松 商店の こ とに つ い て はすで に

拙稿が詳 し く論 じて い る の で
n
、こ こ で は水島

が兼松の どこ に理想的商人像を認め て い たの

か、とい う点だけを紹介して おこ う。 兼松 の 死

後、同商店か ら神戸高商に 寄付 された記念館の

開館式 （1921年）に お い て 、 水島は つ ぎの よ

うに述 べ て い た 。 「本校 は云ふ 迄 もな く将来の

企業家即 ち実業界 の 将帥を養成せ ん こ とを期す

る もの で ある 。 而 して 理想的企業家の具備すべ

き要素は三 四に して止 まらぬ けれども （
一

）先

見の 明に富み （二 ）百折不撓の 勇気 あ り且 つ （三）

其の 職務に忠実なる と共に （四）社会の 公益を

尊重する心得が 無 くて は な らぬ 。今熟 ・ 兼松翁

の伝記 を閲読 し又平素の 行動 を観察す るに翁は

実 に典型的なる企 業家で あっ た こ とを発見す

る 」（『学友会報』第149号、pp．89−91）。

　こ の 発言か ら もわか る よ うに 、 水島に と っ て

の 理想 的な商人 とは、「士魂」（二 、四）と 「商

才」（
一、三）を兼ね備えた人物の こ とだ っ た

の で ある 。

4 − 3 ，徳育の重視

　 こ の小 論の 冒頭 で水島の 教訓 談を紹介 した

が 、そ こ で 話 されて い た 内容 （  学問の 応用、

  体力の 養成 、   道徳 の修養）と彼の基本的信

念 との関係はつ ぎの ようになるだろ う。

　す なわ ち、  学問の応用 は 「商才」に もとづ

き、  道徳の 修養は 「士魂」にもとつ く。 これ

は本節 で説明 して きた こ とか ら もた らされ る ひ

とつ の解釈で ある
12

。 今後 、 水島や神戸高商 に

か んする新事実が発見 されれば 、こ れ に代わる
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解釈もで て くるだろ う。 しか しつ ぎの 点に疑 い

を さ しは さむ余地は な い 。 それ は 、既存研究が

指摘 して い た ような実践的な学問だ けが同校の

教育の 特色なの で は な く、 同程度かある い はそ

れ以上の重要性が道徳教育 に置かれて い たとい

うこ と、そ してその ように い い うる根拠 の ひ と

つ は 、 ほ かな らぬ 同校校長の 商業 に対する信念

が公益 を志向する もの で あっ た とい うこ とで あ

る
13

。

　本節 を締め くくるにあた っ て、水 島の 品性の

こ とに も触れ て お きた い
。 徳育を重視 して い た

当の本人はどの よ うな人物だっ たのか、と問う

こ とは 自然 な こ と の よ うに思 わ れ るか らで あ

る 。 『学 友会報』やその 他の 資料 には 、 学 生 ら

に よる水島へ の 敬愛の 念を示す記事が多 く残さ

れて い る 。 た とえば 「水 島先生 は洵に立派な恩

師 と して 永遠 に敬慕 し、 日々 の 修養の 鑑 と仰 ぎ

た い 」 （大久保 賢治郎、1916年卒業 ）
14
で ある と

か 、「先生 は 身に そなえられ た徳を もっ て 、そ

れ を実践 され た」（古林喜楽、 1925年卒業）
15
と

い うふ うに い われて い る 。 だが、とりわけ水島

の 徳性 を明確 に表現 した同校の 外国人講 師の

エ ッ セ イが参考になる だ ろ う。 彼 曰 く、 水島の

なか に は 「落 ち着 い た身の こ な し、穏やか さ、

謙遜 、 ならびに思 い や り、 親 しみやす さ、 とい っ

た ものが 渾然
一
体 として い た」

16
。

5 ．神戸高商にお ける徳育の 方法

　こ の 節は神戸高商における徳育の方法の記述

にあて られる 。 その 趣旨は、前節で確認 された

水 島の 信念が 、 学生たちにどの よ うに伝えられ

た の か を明らか にする こ とで ある。なお 同校に

お い て も、道徳教育を試み よ うとする場合 に誰

もが最初 に思 い つ くで あろ う修身 ・道徳科 目の

設置や 当時の 名士に よる講演会の 開催 とい っ た

手法が取 られ てお り、本節にお い て も簡単 に言

及す る つ もりで はある 。 だが 、 それ よ りも水島

を会長 に い た だ い て 組織 され 、 か つ 精力的に

運 営 され て い た風紀向上の ため の 運動体 （「学

友会」の 「興風部」）を記述する こ との ほ うが 、

実効性 とい う観点か らすれ ば有益である よ うに

思われる 。

5 − 1，修身 ・道徳科 目の設置 と講演会の 開催

　設立 当初か ら神戸高商 には、予科に 「倫理」、

本科に 「商業道徳科」とい う徳育科 目が設置 さ

れて い た
17

。 だ が、こ の ふ た つ の 科 目の 内容に

か んする情報はほ とん ど残され て い ない 。 ただ

「倫理 」に つ い て は 、 当時簿記 を担当 して い た

教員が英語の 教材を使 っ て教えて い た とい うこ

とで ある （神戸高等商業学校学友会編 、 1928、

P．16）。

　設 立 3 年 目 （1905 （明 治38）年）か ら は 、

教育学者の 谷本富が 嘱託講師として招聘 され、

徳 育科 目の 教授 は専 門家 に委ね られ るこ とに

な っ た （ただ し彼は 19ユ3年に辞任）。彼の 教授

法は つ ぎの よ うな もの で あっ た とい う。 「私は

諸君 に説法をす る の で はない 、私は 人の 言 っ た

こ とや 自分の 考へ た こ とを取纏め て 御話する の

で あるか ら、諸君の 中で善い と思 へ ば参考に し

て 呉れ、諸君は私の 述べ る こ とに就て善い こ と

か悪 い こ とか を考へ る 自由を持 っ て居る の で あ

るか ら、 決 して 私の 言ふ説の みが何処まで も正

しい と強制する必要はない 。唯諸君の参考に供

する の で す」
IB

。 こ の ような彼の 講義は、自身

の語 るとこ ろに よれば 「図らず多大の 喝采を博

し」、彼 に とっ て も永 く思 い 出される 講義とな っ

た （『学友会報』第ll4号、　p．295）。

　 また同校で は各界の 名士 に よる講演会が た び

たび 催され て い た （表 2）。講師らは 自らの 経

験談やわが 国の進むべ き進路あるい は商業 にか

んする自説 を語 っ て 、学生 らに生 き方の参考を

供与 して い た の で 、 結局、徳育科 目担当の 谷本

と同 じこ とを して い た とい えるだ ろ う。試み に
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1907年の 大隈重信の 講演録をみ てみ よう。

　　　こ こ にお られ る青年諸君 は将来に対 して

　　様々 な希望を もっ て お られ る で あろ うが 、

　　その 希望を概 括 して 述べ る こ とが で きる 。

　　それは 「身を立て て国に報ずる」 こ とで あ

　　る。わが 日本の 民族をして ますます幸福 な

　　 らしめる ところの 根本は 、 じつ は この 国民

　　精神に ある 。 で は国に報ずるに はどうあ ら

　　ねばな らない の だろ うか 。 今 日の 時勢 を鑑

　　みれば、わが国は世界の 競争場裡に立 っ て

　　い る とい えるが、国に報ずるため には、わ

　　れ われ は まず智慧と腕力の双方を手に入れ

　　なければならない 。 だがそれだ けで は足 り

　　な い
。 両者 を完全に発達させ るた め には 人

　　情 （道徳）がな くてはな らない 。 これがな

　　ければ、ど ち らか
一

方に走る こ とにな り、

　　その 結果、わが国は他国に破 られ て しまう

　　だ ろう。 した が っ て高等教育を受けて い る

　　諸君が社会に立たねばならぬ ときに は、智

　　慧 と腕力のみ で は い けない 。 道徳 の 修養が

　　必要で ある 。 道徳 とい っ て も、それは と り

　　わけ公の 道徳の こ とな の で あっ て 、諸君は

　　国家に対する公の徳義の こ とに心を致すべ

　　きで ある 。 これは学校の 講義で 教 えられる

　　こ とで はない
。 だか ら諸君は多数集ま っ て

　　大い に議論すべ きである 。 もし政治 を論ず

　　るとい うこ とを叱る教師があれば 、それは

　　教師が悪 い の で ある （以 E、r学友会報』第13

　　号所収 「大隈 1白の 演説」の 大意）。

　こ の よ うに 、 同校で 開催され て い た 講演会は 、

一種 の徳育科 目と して機能 して い た と考 える こ

とが で きるの である 。

表 2 　明治37年か ら41年 までの神戸高商における講演

時期 講 演者 演　題

明治37年
祖山鍾三 （三 十四銀行神戸支店長、元東京

高等商業学校校長）

「神戸の 貿易及 ひ 銀行業 の 進歩、諸君 に望

む」

兼松房治郎 （兼松商店店長） 「商人の覚悟」

明治38年 桜井鉄太郎 （神戸税関長） 「パ ナ マ 視察談」

明治39年 武藤山治 （鐘淵紡績会社営業部長） 「商業家の注意事項」

渋沢栄一 「商業教育、新商人及韓国近情」

新渡戸稲造 （農学博士） 「商業道徳」

大平賢作 （商学士） 「上海金融事情」

浅 野陽吉 （大 阪朝 日新聞 記者、衆議院議員 ） 「諸君 の 前途」

明治40年 志賀重昴〔衆議院議員農学士） 「樺太及び大東島」

桑 木厳翼 〔京都帝国大学教授文学博士） 「商業 と哲学」

前田慧雲〔文学博士 ） 「実業家と雅懐」

梶原仲治〔日本銀行大阪支店長） 「銀行及資金に 就て」

阪谷芳郎 （大蔵大 臣）

大隈重信

明治41年 石 橋為之助（代議士） 「予が経験よ り得た る教訓」

島田 三 郎 （代議士） 「偶感」

竹越与三 郎（代議士 ） 「偶感」

小松原英太郎 （文部大 臣）

河 上肇 （京都大 学講師） 「経済学 と表裏、異同、古今及 び公私」

宮川経輝 （牧師） 「現代の要求 と人格」

〔出所）「学友会報』 第1、2、4、6、7、10、11、12、13、17、18、19、21、22号。
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5 − 2 ．「学友会」「興風部」「友団」

（1） 「学友会」につ い て

　神 戸大学百 年史編 集委員会編 （2002）は、

神戸高商の 「校風の 美を発揮」する ための 組織

の必要性が学生の あい だで 話題 とな り、それ が

きっ かけ とな っ て 「学友会」が創設された と伝

えて い る
L9

。 とこ ろ が同会設置の協議が 始ま っ

た の は 1903 （明 治36）年 5 月下旬 頃、そ して

発会式が挙行 され た の は 6 月20 日で ある 。 神戸

高 商 の第
一回入学式が 行われ たの は 5 月15日

で あるから、そこか らわずか 1か月あ まりで 同

会が組織された こ とになる 。 実際に は 、 水島 自

身が同会の骨子とそ の 必要性を説き、 それ に同

調 した学生 らが中心 とな っ て 設置作業が 進め ら

れ た と考える ほ うが 自然だ ろ う。 水島が初代会

長 に推戴 されたこ とを考慮 に入れれば、なお さ

らその ように い い うる 。

　「学友会」は 7 つ の 部と庶務 ・会計係か ら構

成 されて い た 。 7 つ の部 とは、校風の 発揚をそ

の 職務 とす る 「興風部」、弁論の 練 習 を目的 と

する 「講演部」、外国語の 習得を 目指す 「語学

部」、体育の 発達に寄与す る 「武術部」「運動部」

な らびに 「短艇部」、 そ して 各部の 報告 と知識

の 交換 を担当する 「編纂部j で ある 。 こ の うち

最 も重要な位置が与えられ て い た の は「興風部」

である 。 同部は「学友会」会則第 2 条を根拠とし、

「校風発揮の機関と して特設」された もので あ っ

た の だが 、 さらに 11節か らなるそれ 自身の細則

をもっ て い た
20

。

（2） 「友団」の 活動とその 意義

　「興風部」の 細則 は 、 数節を割い て その 下部

組織で ある 「友団」を規定 して い た 。 そ れ に よ

れば 「友団」 とは、現在居住地 に したが っ て定

め られた10名以上 20名以下 の 学友会員 の 団体

で あ り （細則第 2節）、そこ に は互 選 に よる任

期 1年の 団長お よび副団長が 1 名ずつ 置か れ

（第 4節）、 また役員は毎年 5 月と11月に総会に

出席すべ きもの とされ （第10節）、 そして 団友

が相互に徳義の 修養 を奨励する こ とが期待され

たばか りで な く、逸脱者に対 して は注意を与え

るほ か、場合 に よっ て は会長 （水島）に諮 っ て

「相 当の 処置 をなす」こと も想定 されて い た （第

8節）
21D

　た しか に当時の学生 らは 、 この団体にお い て

天野 （2003）が紹 介 した ような村 塾 的共同生

活 を送 っ て い た 。 た とえ ば、1909年の 卒業生

で ある上野福三郎の 回顧 はその ニ ュ ア ン ス をよ

く伝 えて い る
22

。 しか しこ こ で 問われ なければ

な らない の は 、 水島が こ の 「友団」 を通 じて行

お うとして い た こ との ほ うで あろ う。

　彼は こ の よ うに述 べ て い た。「人 の 徳性及び

習慣 は、日常起居寝食の 聞に 、自然 に養成せ ら

る 刈 もので ある。「人数凡そ十 人位 も集 まれば、

其中に は必ず、志操の 堅固なる、品行の 方正 な

る人が 、 何 人か 、 存在す る もの と見て 、 差支え

ない 」。 したが っ て 「常に起居を共に し、或は

相接近 したる所に居 りて、常に往来する友人の

間に於て 、相戒め 、相励 ますと云ふ 方法が、最

も有効で ある と、余は信 じて居 る」
23

。

　また彼 は友団を 「家庭本位」 とい う言葉 で 形

容する こ と もあ っ た 。 「我 国の 如 く深 き根底 あ

り長 き歴史 ある家庭本位の 制度を執 り来れる国

にあっ て は 、 祖先を崇拝 し家を重ん ずる精神を

涵養せむ事国民道徳上最 も重大なるを思ふ 。 家

庭よ り更に
一
歩を進め て 郷党若 くは 出身校を同

じ くせ る会員相集っ て友団を組織 し、互に切磋

し琢磨する に何の 非か 之れあらむ」
24
。

　「家庭」や 「郷党」 とい うの は 、そ の なか で

の 長年月の交流 を通 じて人々 が親密に なる とと

もに 、共通 の 歴史 を先人か ら引 き継 ぎ、 後人 へ

と譲 り渡 して ゆ く場所 で あ る と もい える だ ろ

う。 こ の ように考 えれば、水 島が 「友団」 に期

待 して い た こ とを 、
つ ぎの よ うに理解する こ と

が で きるので はない だろ うか 。
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　すなわち、「友団」にお ける共同生活を通 じて 、

学生 らはあたか も家族の ように親密な間柄とな

りうる 。 また個々 の学生 は 、 友団
一
興風部

一
学

友会とい うル ー トに よっ て教員や水島と もつ な

が っ て い る こ とか ら、学生 同士 だけで はな く、

上 下の あい だに も親密な 関係が 生 まれ 、その場

合に は先人 の 良識が彼らに伝えられ る こ と もあ

りうる 。 そ して もしその ような間柄や関係が 成

立すれば、「家庭」や 「郷党」の ような、ある

種の全体性を表す観念が彼らに もた らされ 、 彼

らはそ れ に対 して 愛着や誇 りを抱 くようにな

る 。 その 結果、あたか も 「家庭」や 「郷党」を

意識する人が示すの と同 じような態度、つ ま り

「神戸高商」 とい う名を汚 さぬ よ うに心掛ける

態度が、学生のあい だに生 じて きて もおか しく

はない
25

。

　要する に 、 学生 ら の全体性に対する尊重が 「神

戸高商」に まで広が れ ば、そ こ から 「社会」の

公益 を尊重する態度 と して の 「士 魂」まで はあ

と
一

歩で ある 。 こ の よ うなこ と を水島は狙 っ て

い たの で は ない だ ろ うか 。

6 ．徳育の影響

　こ の 節で は神戸高商の 徳育が学生 らに及ぼ し

た影響が考察され るが 、 すで に述べ た ようにそ

の対象は出光佐三 と和田恒輔 に限 られる （彼 ら

は水島の こ とに よ く言 及 して い た 人物で もあ

る）。 以下で は、  経営理念、  利益 の とらえ方、

  後進の 育成の 3項 目につ い て 、 こ の 二 人の 思

想 と実践を紹介して ゆ く。

6 − 1 ，経営理念

　公益 に奉仕するための 商業 （ビジネス ）とい

う考えを神戸高商で 教えよ うとした の が水島で

あっ た と筆者は理 解して い る 。 とこ ろで経営 目

的を公益 とかかわらせて 表現 した もの を 「経営

理念 」 と呼 ぶ とす れば 、 会社 の 経営者 と して 、

彼 らは どの ような 「理念」に従っ て い たので あ

ろ うか 。

（1） 出光佐三 の場合

　出光佐三 が 定め た 「理念」に つ い て はすで

に他稿で 考察 した の で 、 こ こで は繰 り返 さ な

い
26

。 ただ、彼が水 島の 正統 な後継者で あ っ た

こ とを端的に 示す発言 を紹介する に と どめ よ

う。 「もし、 武士が 自分を超越 して他人のため 、

社会 ・国家の ために つ くすあの 士魂 を持 っ て 、

しか も金 を大切にするこ とを知 っ て事業 を経営

したな らば、ちょ うどい まの 出光の ような形に

な っ て い ただろ う、と思 うの です」（『我が六十

年 問』第 2巻 、 p．437）。

（2） 和田恒輔の 場合

　和 田の 評伝によれば 、 彼が事業経営の 第
一
線

か ら退 い た 1968 （昭和43）年に 、 ある人 が彼

に 向 っ て 「富士電機 の伝統の 精神は何で ある と

思 うか」 と尋ねた と い う。 彼は こ れ に答えて 7

つ の 理念 を示 した
2ア

。

　 a ）社業を通 じ国家社会に貢献する こ と

　 b ）社会奉仕の 念に徹 し、需要家の立場 に

　　　立 っ て物事を考 えるこ と

　 c ）適度の 利潤は求むべ きで あるが 、 同時に 、

　　　供給 した製品が 真に需要家に役立 ち、需

　　　要家が満足 される こ とを自らの 楽 しみ と

　　　するこ と

　 d ）技術の 開発、改善に徹 し、品質の 向上、

　　　原価の 低減に努力する こ と

　 e ）社内は 「和」の 精神に徹 し 、

一
致協力社

　　　業にあたる こ と

　 f）「和」は互 譲互 助に よ っ て こ そ達成 され

　　　る 。 各人は互 い に相手の 立場と心 を篤 と

　　　理解 し合 うこ と

　 g ）労使の 協調は社業発展の 基礎をなすもの

　　　で ある 。 両者は常に協調の精神を忘れず

　　　総力 を挙げて業績の 向上に努力す べ きこ

　 　 　 と
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　 とりわけ、 a ）お よび b ）は 、 彼が 公益を強

く意識 して い た こ とを明確に 示 して い る 。 もっ

ともこれ らすべ て の 理念は 、彼が 富士電機を「社

会の 公器」 とみ な して い たこ とを物語 っ て い よ

う。

な っ て くる」
Z9

。

　つ ま り上記 d ）の 手法 （技術の 開発 ・改善 、

品質の 向上、原価の 低減）に よっ て顧客の 信頼

を獲得 し、そ して それ を通 じて もた らされ た利

益が 、 彼に とっ て正当な営利だ っ た の で ある 。

6 − 2 ．利益の とらえ方

　公益 に資する とは い っ て も、事業経営は営利

の 獲得を不可欠の 要素とする 。 こ の 点に つ い て

の彼ら の 考えは どうだ っ た の だろ うか 。

（1） 出光佐三の場合

　他稿で も述 べ たこ とだが、出光は常 々 部下 た

ちに 「黄金 の 奴隷 たるなかれ」 と説 い て い た 。

その意味は、営利の 獲得は 自らの 力を高めて 国

を盛 り立て る こ とにある の だか ら、 わ れわれ は

私利 を追い か けて はな らない 、 とい うこ とで あ

る
za

。

（2） 和田恒輔の 場合

　営利の とらえ方にか んする和 田の 見解は上 記

c ）の とお りであるが、こ の 点をもう少し具体

的にみ て ゆ きたい 。

　 1905 （昭和38）年 1 月の 随想 「これ か ら の

企業づ くりと経営者」の なかで 、彼は企業の 「利

益 」 につ い て つ ぎの よ うに述べ て い た 。 「私 は

むろ ん企業に営利 は不可欠で あるか ら 、 その た

め に は利益の 追求も徹底的にや らねばならな い

と思 う。 しか し利益 の 追求 だけをや っ た らい い

とい うこ とで は けっ して ない 」。「
…

利益 を得る

こ とだ けで あれば 、こ の 資本主義の 社会で 、そ

う七 面倒 くさい こ とをや らな くて もい ろ い ろ の

方法がある。だが、す くな くも今日の 社会に於

て は、自分の 仕事を通 じて、例 えば、私の 会社

な ら電機の仕事を通 じて 、い くらかで も社会の

お役に立ち、国家の ためにお役に立つ とい うこ

とを、常 に頭 に入れてや らなければな らない 」。

したが っ て 「利益 追求 に はお の ずか ら限度が

あ っ て 、 常識 的に 、 かつ 良心的に とい うこ とに

6 − 3 ．後進の 育成

　事業の 遂行に は 、 共通の 「理念」に従 う仲間

を必要 とす る。で は こ の 点 にかんする彼 らの 実

践 は 、神戸高商 における 「友団」の 経験か ら何

らか の 影響を受けて い た の で あろ うか 。

（D　出光佐三の場合

　 出光の従業員 とのかかわ り方につ い て は、従

業 員をあたか も家族 とみなす 「四無主義」 とい

う方針が よく知 られて い る
3°

。 しか しこ こ で は 、

「友 団」の 影響 とい う側面 に限定 して彼の 取 り

組み を紹介する 。

　「友団」の 特徴は 、何 と い っ て もそ の 共同生

活 による相互啓発 とい うこ とであろ う。 おそ ら

く出光は 、 水島の 「友団」を模 して 従業員 を教

育 して い た と考えられ る。これは 出光商会の 創

業か ら間 もな くの こ と で あろ うが、彼は 「合宿

所」をつ くっ て 若年従業員全員 を住 まわせ た 。

その 理由は、当時の 「世間の悪 い 」風潮か ら若

者を隔離する こ と、そ して 悪習に染まっ た若者

を矯正する こ とで あっ た 。 実際 、 出光の語る「合

宿所」で の 取 り組み は 、 「友団」 の それと よ く

似て い た 。一
「（合宿所の 運営は ）給料よ り多

くの 経費が かか っ た の で あ りますが、しか し「人

間をつ くる の に経費を惜 しんで は ならない
。 そ

うして お互 い が、監督 し合 っ て 、ぶ ん な ぐっ て

もい い か ら悪 い や つ は直せ 」 と い うよ うなこ と

をい っ て 、どうして も直らな い 者は 私に い っ て

こ させて私 の手で また直すとい うこ とをや り続

けて 、決 して罷め させ なか っ た」
31

。

（2＞ 和田恒輔の 場合

　残念なが ら、後進の 育成 とい うこ と に かん す
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る和 田の実践 を裏付 ける資料 は手に入 らなか っ

た 。 とはい え、その思想 は明 らかで ある 。 彼 も

また、企業 は 「家」、従業員 は 「大家族」 であ

らねば ならない と考えて い た 。

　た とえば 『和 田恒輔 さ ん を偲ぶ』に よれ ば、

富士 電機 の 機関紙 『不 二 」 は 、こ の 「大家族」

相互の 連絡 ・懇親を目的 と して 1933 （昭和 8）

年に発刊 された とい うこ とで ある
32

。 また戦後

の 復興期に 同業他社の 多くが 長期の 労使紛争に

巻 き込 まれて い た に もかかわ らず 、 同社で はそ

の よ うな抗争を経験する こ とが なか っ た とい

う。 和田が折に触れ て示 した信頼関係重視 の 姿

勢が 、 生活苦の ためにす さんだ組合員 の心 を鎮

め た の だろ う。組合委員長の 清本訓利 に よれ ば 、

和田は ス トライ キ寸前の 緊迫 した状況にお い て

「富士電機 の 唯一
の特徴 と も言 える労使 間の 信

頼 もしくは安定、それ に ヒ ビが 入 る とすれ ば、

私に は経営の 自信は持て ない 」と組合員に訴え

た と い うが、その 口調か らは富士電機 を思 う
一

念か らの 組合 に対する哀願の 響 きさえ感 じられ

た とい うの で ある
33

。

お わ りに

　こ の 小論で検証された こ とは以下で ある 。 す

なわ ち、草創期の 神戸高商で は い わ ゆ る実学重

視の教育が なされ て い たが 、 しか しそれ だけで

はな く、あ る種の徳育つ ま り教育者 自身が もっ

て い た理念や規範の 教授 も重視 されて い た とい

うこ とである 。 あわせ て 同校の水島の 理念が 、

少 な くと も出光 と和田に受け継がれて い た こ と

も確認され た。

　さらに こ の 小論 における 「友団」の記述が示

唆 して い る ことを付け加えてお きた い 。 それは、

商業 （ビジネス ） とは公の 目標 の ため の 手段 で

ある と観念 された ときに はじめて倫理 的にな り

うる とい うこ とで ある
34

。 なぜ な ら筆者 の 解釈

では 、神戸高商にお ける 「友団」の 共同生活は、

全体性 とい う観念 を学生 らに気付かせ る こ とに

よ っ て 、全体のための利益 （公益）を志向する

ようにさせ るもの で あ っ たか らである 。

　 さて 、 以上か らい くつ かの 課題が導かれるよ

うに思 わ れ る 。 第
一

に、冒頭で も触れ た ように 、

そ もそ もなぜ 水島は徳育を重視 した の か と い う

こ とで ある 。 日露戦争前後に商業界の 道徳が悪

化 して い たとい う出光の言説がその ひ とつ の理

由となる だろ うが 、そ うする とそ こ か ら当時の

混乱状況 を実証的に示 さねばな らない とい う課

題が もた らされ る。こ の こ とと関係して 、第二

に 、水島が望 ん で い たような商人の 徳性の 向上

は 、 明治後期か ら大正期を経 て、ど の程度達成

された の か とい う疑問も浮か ん で くる 。 そ して

第三 に 、 神戸高商に続 い て創設 され た高商に水

島の教育の 影響はあ っ たの か とい うこ とも確か

め られ な くて はな らない だろ う。

　この ように今後の課題は い くつ も残されて お

り、しか もその 解決 は容易で はない のか もしれ

な い
。 しか し企業に社会的責任が求め られる昨

今、明治大正期の 高等商業学校にお ける教育活

動 の 実態 を探 るこ とには、ある種 の 現代 的意義

が 認め られ る の で は ない だ ろ うか 。
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注

1　 こ の ような変化の 背景に は 、 戦争の 勝利 、

　　そ して 主要貿易相手国で あ っ た英 国と の あ
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2

3

4

5

6

い だ の 不平等条約の 改正 など の 動きがあ っ

た と考え られ る 。

彼 の 略歴 は以下。神戸商業講習所 （現兵庫

県立神戸商業高等学校 ）卒、高等商業学校

（後の 東京高等商業学校、現
一

橋大学）卒 。

府立大阪商業学校 （現大阪市立大学）の 校

長心得を務め、横浜正金銀行勤務等を経て 、

1902年に神戸高等商業学校 の 初代校 長 に

就任 した （愛庵会編 、 1940、 pp．325−328）。

1903 （明治36）年 5 月の 始業式で 、水 島

は修学上の 教訓 と して学生たちに  学問 の

応用 、   体力の 養成 、   道徳 の修養等の 重

要性につ い て述べ て い る 。 特に  「道徳の

修養」に つ い て は 、「商人の 最 も重 んずべ

きは道徳 な り、 若し道徳 に欠 くる所 あらば

仮令学問あ り体力ある も成功は到底得らる

べ きにあ らず」と し、当時の 商業界の廃頽

した道徳 の挽 回が学生たちの 任務で ある と

も述べ て い る （『学友会報』第 1号、pp．1
−4）。

出光の 言行録 （『我が六十年間』 『出光佐三

言行録』）に は水島にか んする言説が多数

見 られ、た とえば つ ぎの よ うに述べ て い る 。

「水 島校長が 、 私 どもに書 い て 与え られた

もの は 「士魂商才」 とい うこ とで した 。 清

廉潔白に して 、無私の 姿で責任を果たせ 、

士魂を持 っ て 国の ため に働 け 、 人 を害せず

商売をや り、金 を尊重 して事業をや れ、と

い うの が士魂商才で す 。 出光の 経営は、そ

の 士魂商才 をや っ てお る と い うこ とで す」

（出光興産株式会社店主室編、1985、第 3

巻、p．383）。

こ の 点につ い て は、た とえば当時の 様 々 な

環境変化が引き起 こ した諸問題、そ して そ

れへ の対処 としての諸政策の 立案 と実行 と

い っ た よ うな文脈の なか で 、   を論 じる こ

とが適当な の か もしれ ない 。

以下の叙述 の 一部 は、井上 ・玉井 （2014）
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に 依拠 して い る 。

なお 、 水島が 卒業生 らに 「士 魂商才」と揮

毫 した書 を贈 っ て い たこ とは よく知 られて

い る （出光興産株式会社店 主室編 、 1985 、

第 2巻、p，490な ど）。

坂田 （1964）、pp20 −22。

商業か ら得 られ る富が国力の基礎で あ り、

それに よ っ て は じめ て 外交、軍事、学芸 な

ど を発展 させ る こ とが で きる　 　 こ の

ような主張は 「尚商立国論」 と呼ばれ てお

り、すで に福 沢諭吉な ども主張 して い た（福

沢、2003）。 しか しなが ら、当時の 官尊民

卑の 風潮が有為の 人物が 商業へ 向か うこ と

を妨げてお り、彼 らは そ の こ とに反発 して

い た の で ある 。

兼松株式会社 （1955）。

井上 （2007）。

なお水 島の 理想 とする商人 は身体 を酷 使

する こ とが想定され て い た の だか ら、彼の

教訓に   体力の 養成が含 まれて い たこ とは

十分に うなずける こ とで ある 。

商人 の 身 に つ けるべ き徳性 に つ い て述 べ

た水 島の 訓話の
一

部 も紹介 して おこ う。 「単

に学芸 に長ずる の み で は将来の 成功は覚束

ない 。 必ずや 高邁なる人格、崇敬すべ き徳

性を具 へ た 人で なけれ ば大事業は出来ぬ」

（『学友会報』第108号、pp ．2−3）。

水島先生 生 誕 百年記念事業会編 （1966）、

P．153。

同上、p．202。

同上 、 pp．36−37。

神戸 大学 百年史編集委員 会 編 （2002）、

pp．105
− 106。

谷本 （1913）、 p．1056。

神戸 大学 百 年 史 編 集委 員 会 編 （2002）、

p．126。

『学友会報』第30号、p．394。
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21　同上 。

22 「…先輩 、 後輩 の 別な く年に何回か集 まっ

　　て 、先生 の話 をきい た り、学業や個人的な

　　 こ とまで話 をした りして、お互 い に協力 し

　　てや っ てい くわけだ 。 で 、昔の 塾によ く似

　　た ようなもの でね。 先生 と学生 との 間の 親

　　 しみ もで きる し、 同窓生 もこ う仲が よ い わ

　　けで す よ。 だか らね、学生時代、単位を

　　 い くらと っ て 、 卒業 証書 を もら っ て 、 卒

　　業 した ら後は どうで もい い とい う観念 は、

　　ち ょ っ とその 当時は 、 想像もお よばん こ と

　　だ っ た なあ」（出光松寿会 、 1910）。

23　『学友会報』第 1号、pp，125
−126。

24　『学友会報』第48号、p．40。

25　こ の 解 釈 は井上 ・玉 井 （2014） と共 通 し

　　て い るが 、さ らに これ を補強する事実を加

　　えて お く。 1909年、友団の 団長会 は、素

　　行不良によ り 「本校学生の 体面 を汚す如 き

　　行為」 をなした者に対 し、上記の 「興風部」

　　細則第 8 節の 処置 を実際に とっ た （『学友

　　会報』第33号、p．511）。

26　「人間尊重」「大家族主義」「独立 自治」「黄

　　金 の 奴隷た るなかれ」 「生 産者 よ り消費者

　　へ 」の 5 つ が出光商会 （出光興 産の 前身）

　　の 基本理念で あ り、出光の語る とこ ろ に よ

　　れば 、 とりわ け 「大家族主義」が水島の 教

　　えに由来する理念 で あ っ た （井上 ・玉井、

　　2014）。

27　「和 田 恒 輔 さ ん を偲ぶ 」刊行 委員 会 編

　　（1980）、　pp．88−89。

28　出光興産株式会社店主室編 （1985）第 2巻、

　　pp．488−490、516−517な どを参照 。

29　「和 田恒輔 さん を偲 ぶ 」 刊 行 委 員 会 編

　　（1980）、　pp．ll4−115。

30　「四無主義」 とは、従業員の解雇、出勤簿、

　　労働組合、労基法に もとつ く残業手当が同

　　社には な い とい うこ とを意味す る （出光興

31

32

DO433

産株式会社店主室編 、 1985、 第 1巻 、 p．819）。

出光興産株 式会社店主室編 （1985）第 2巻、

pp．347
−348ロ

「和 田 恒 輔 さん を偲 ぶ 」 刊 行 委 員 会 編

（1980）、　pp．48− 49。

同上 、 pp．291−294。

リン ・S ・ペ イ ンを含むHBS の研 究者 らが

数年前 に上梓 したCapitalism　at　Riskの モ

チ ーフ が 、 まさに こ の よ うな もの で ある 。

市場シ ス テ ム に迫る潜在的な脅威の 抑制、

な らびにその 効率的な機能の 維持の ため に

ビジ ネス 界は ど うあらねばな らない の か 、

と彼 らは問うて い るか らで ある 。
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